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東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
が
た

ち
、
わ
が
国
で
は
、
東
日
本

の
復
旧
・
復
興
、
東
京
電
力
・
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
風

評
被
害
の
払
拭
な
ど
、
さ
ら
な
る
復

興
・
再
生
の
た
め
の
問
題
解
決
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
こ
の
よ
う
な
中
、
平
成

25
年
度
を
町
再
生
の
年
と
位
置
付
け
、

町
総
合
計
画
の
﹃
み
ん
な
の
声
が
響

く
ま
ち
﹄
を
基
本
に
、「
こ
こ
ろ
豊

か
な
人
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
」「
豊

か
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
人

と
自
然
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」

を
三
本
の
柱
と
し
、
さ
ら
に
今
年
度

は
「
住
ん
で
み
た
い
、
行
っ
て
み
た

い
町
へ
」
を
テ
ー
マ
に
、
定
住
人
口
、

交
流
人
口
の
拡
大
に
向
け
、
各
種
事

業
を
総
合
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

こ
こ
ろ
豊
か
な
人
を
育
む

―
教
育
の
振
興
・
人
材
育
成

未
来
を
担
う
子
ど
も
の
育
成
で

は
、
安
心
し
て
子
を
産
み
育

て
ら
れ
る
よ
う
、
町
の
子
育
て
支
援

の
拠
点
と
な
る
保
育
施
設
整
備
に
向

け
、
基
本
構
想
の
策
定
作
業
を
進
め

ま
す
。
具
体
的
に
は
ニ
ー
ズ
を
調
査

し
、
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
や
設
置
場
所

な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
２
歳
に
な
る
ま
で
家
庭
で

育
児
を
行
う
保
護
者
へ
の
「
乳
幼
児

家
庭
子
育
て
応
援
金
」
の
支
給
、
野

沢
保
育
所
の
駐
車
場
整
備
な
ど
、
子

育
て
支
援
の
一
層
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

学
校
教
育
の
充
実･

強
化
で
は
、

平
成
25
、
26
年
度
の
２
カ
年

で
西
会
津
小
学
校
の
新
校
舎
を
整
備

す
る
計
画
で
す
。

　

新
校
舎
は
、「
安
全
・
安
心
」「
小

中
連
携
教
育
の
推
進
」「
環
境
と
の

調
和
」
の
基
本
方
針
で
整
備
す
る
考

え
で
、
木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入

れ
温
か
み
の
あ
る
校
舎
と
し
て
整
備

す
る
ほ
か
、
太
陽
光
発
電
設
備
や
バ

イ
オ
マ
ス
燃
料
ボ
イ
ラ
ー
の
設
置
な
ど

も
併
せ
て
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

将
来
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る

た
め
、
町
で
は
、
若
者
ま
ち

づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
を
開
催

し
、
町
活
性
化
の
検
討
を
行
っ
て
い

ま
す
。
平
成
25
年
度
は
、
企
画
し
た

ア
イ
デ
ア
を
実
践
に
移
し
、
若
い
皆

さ
ん
に
よ
る
町
づ
く
り
に
つ
な
げ
て

い
く
考
え
で
す
。
ま
た
、
生
涯
学
習

の
充
実
・
強
化
、
ス
ポ
ー
ツ
・
芸
術

活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

豊
か
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

―
地
域
経
済
の
活
性
化

風
評
被
害
を
克
服
す
る
た
め
、

町
の
イ
メ
ー
ジ・キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
こ
ゆ
り
ち
ゃ
ん
」を
使
っ
て
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
と
と
も
に
、町
内
産

品
へ
の
活
用
な
ど
で
地
域
活
性
化
に

結
び
付
け
て
い
き
ま
す
。

農
林
業
の
振
興
で
は
、
集
落
や

地
域
単
位
で
「
人
・
農
地
プ

ラ
ン
」
の
作
成
に
取
り
組
み
、
高
齢

化
や
担
い
手
の
問
題
、
経
営
状
況
を

分
析
し
、
地
区
ご
と
に
課
題
や
今
後

の
方
向
性
を
検
討
し
、
実
践
で
き
る

計
画
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

  

ま
た
引
き
続
き
、
農
林
産
物
の
加

工
研
修
に
よ
る
人
材
育
成
の
ほ
か
、

加
工
施
設
の
整
備
に
対
す
る
事
業
費

の
一
部
補
助
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
加
工
品
の
販
路
拡
大
に
向

け
て
、
平
成
25
年
度
は
新
た
に
、
県

内
外
の
飲
食
業
者
に
対
す
る
農
地
や

施
設
の
視
察
、
試
食
会
や
生
産
者
と

の
意
見
交
換
な
ど
の
交
流
会
を
開
催

す
る
考
え
で
す
。

  

こ
の
ほ
か
、
農
地
の
適
正
管
理
と

有
効
活
用
を
推
進
し
、
森
林
整
備
と

間
伐
材
の
有
効
活
用
で
は
、
新
規
に

木
材
搬
出
費
支
援
事
業
を
実
施
し
、

森
林
資
源
の
活
用
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

  

有
害
鳥
獣
対
策
で
は
、
町
鳥
獣
被

害
対
策
実
施
隊
の
積
極
的
な
活
動
と
、

未
実
施
集
落
で
の
環
境
点
検
に
よ
り

総
合
的
な
被
害
防
止
対
策
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

商
工
業
へ
の
支
援
で
は
、
企
業

等
が
実
施
す
る
研
修
や
資
格

取
得
費
用
な
ど
を
町
が
助
成
す
る
企

業
支
援
事
業
補
助
金
に
よ
り
、
町
内

企
業
の
経
営
安
定
化
に
向
け
、
支
援

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

平成25年度

「まちづくり」の基本的な考え

町 政 方 針



　

商
業
団
地
Ａ
区
画
の
整
備
で
は
、

施
設
整
備
に
向
け
た
設
計
を
行
う
ほ

か
、
入
居
者
等
の
募
集
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
町
の
中
心
市
街
地
で
あ
る
野

沢
地
区
へ
の
誘
客
拡
大
、
商
店
街
の
活

性
化
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
生
活
環
境
の

整
備
な
ど
を
目
的
に
、
国
土
交
通
省

の
補
助
事
業
「
都
市
再
生
整
備
計
画
事

業
」
の
事
業
申
請
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
補
助
の
決
定
を
受
け
た
後
、
平

成
25
年
度
か
ら
４
年
を
か
け
事
業
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。
平
成
25
年
度
は
、

原
町
中
心
部
に
整
備
予
定
の
ポ
ケ
ッ
ト

パ
ー
ク
の
設
計
や
、
町
商
工
会
の
ふ
る

さ
と
自
慢
館
整
備
事
業
へ
の
補
助
な
ど

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

定
住
の
促
進
で
は
、
平
成
25
年

度
か
ら
新
た
に
定
住
促
進
助

成
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
こ
の
助
成
事
業
で
、
町
内
の
若

者
や
、
町
に
定
住
し
よ
う
と
す
る
方

の
住
宅
新
築
や
購
入
へ
の
補
助
、
ま

た
住
宅
団
地
土
地
購
入
費
へ
の
一
部

補
助
を
行
い
、
若
者
の
流
出
に
歯
止

め
を
か
け
る
と
と
も
に
、
Ｕ
タ
ー
ン
、

Ｉ
タ
ー
ン
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

観
光
の
振
興
と
交
流
人
口
の
拡

大
で
は
、
地
域
活
性
化
の
重

要
施
策
と
位
置
付
け
、
専
門
家
か
ら

引
き
続
き
指
導
を
受
け
な
が
ら
観
光

振
興
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、西
会
津
元
気
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
協
議
会
で
は
今
年
度
、
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
や
農
家
民
泊
の

推
進
、
さ
ら
に
４
回
の
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
協
議
会
で

は
、
首
都
圏
な
ど
か
ら
の
誘
客
や
、

受
け
入
れ
体
制
の
整
備
と
い
っ
た
内

容
充
実
に
取
り
組
む
こ
と
か
ら
、
町

で
は
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
向
け
積

極
的
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

沖
縄
県
大
宜
味
村
や
宮
古
島
市
、
横

浜
市
鶴
見
区
な
ど
と
の
交
流
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
物
産
の
交
流
を
中
心
に

行
っ
て
い
ま
す
が
、
人
の
交
流
に
向
け

た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
ほ
か
、

物
産
な
ど
の
販
売
、
流
通
に
係
る
シ
ス

テ
ム
の
確
立
に
向
け
、
モ
デ
ル
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

地
域
お
こ
し
で
は
、
活
力
あ
る

地
域
づ
く
り
支
援
事
業
を
引

き
続
き
実
施
し
、
地
域
の
活
性
化
に

向
け
、
持
続
可
能
な
事
業
に
自
主
的

に
取
り
組
む
団
体
や
、
町
民
の
皆
さ

ん
を
積
極
的
に
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

  

ま
た
現
在
、
大
学
生
の
力
を
活
用

し
た
集
落
復
興
支
援
事
業
で
、
新
郷

冨
士
地
区
の
調
査
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
平
成
25
年
度
は
奥
川
梨
平

地
区
を
調
査
対
象
に
広
げ
、
地
域
の

活
性
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

  

さ
ら
に
、
新
た
に
「
地
域
お
こ
し

協
力
隊
」
の
配
置
を
計
画
し
、
定
住

や
交
流
促
進
の
事
業
に
、
都
市
部
の

若
い
力
と
行
動
力
、
新
た
な
感
覚
を

取
り
入
れ
、
町
の
活
性
化
に
つ
な
げ

て
い
く
考
え
で
す
。
こ
の
ほ
か
、
こ

れ
ま
で
整
備
し
て
き
た
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
網
の
活
用
、
廃
校
な
ど
を
生
か

し
た
地
域
振
興
に
も
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

▲西会津元気グリーンツーリズム協
　議会が行ったモニターツアーで農
業を体験する町外の子どもたち　

『
住
ん
で
み
た
い
、
行
っ
て
み
た
い
町
へ
』

定
住
促
進
、
交
流
人
口
拡
大
を
総
合
的
に
推
進



４

人
と
自
然
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

―
健
康
づ
く
り
と
安
全
安
心

健
康
づ
く
り
で
は
、
引
き
続
き

「
健
康
が
い
ち
ば
ん
！
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
食
と
運
動

と
健
診
を
相
互
に
連
携
し
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
っ

て
い
く
考
え
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
家
庭
で
健
全
な
食

生
活
が
実
践
で
き
る
よ
う
普
及
活
動

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
町
民
一
人

一
運
動
を
推
進
し
、
運
動
の
習
慣
化

を
図
り
ま
す
。
ま
た
健
診
で
の
早
期

発
見
・
治
療
に
よ
っ
て
生
活
習
慣
病

の
重
症
化
を
予
防
し
、
医
療
費
の
削

減
に
つ
な
げ
ま
す
。
平
成
25
年
度
は
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
意
識
高
揚
の

た
め
、
健
康
手
帳
、
が
ん
手
帳
を
配

布
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

医
療
に
お
い
て
は
、
在
宅
医
療

体
制
充
実
の
ほ
か
、
本
年
５

月
に
開
院
予
定
の
県
立
医
科
大
学
・
会

津
医
療
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
地
域
医

療
体
制
の
充
実
・
強
化
に
努
め
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
で
は
、
高
齢
者
の

皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
家
庭

で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
介

護
予
防
を
は
じ
め
、
在
宅
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
、

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
支
援
に

よ
り
地
域
ぐ
る
み
で
の
支
援
体
制
を

強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
第
５
期
介
護
保
険
事
業
計

画
に
基
づ
き
、
地
域
密
着
型
等
施
設

の
整
備
を
行
い
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

質
・
量
の
充
実
と
介
護
保
険
事
業
の

安
定
運
営
を
図
り
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
運
行
で
は
、

現
在
の
平
日
５
便
の
運
行
に

２
便
増
や
し
、
利
便
性
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
６
月
の
大
山
ま
つ
り

開
催
中
に
は
臨
時
バ
ス
を
運
行
し
、

観
光
客
の
増
加
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
当
日
の
予
約
に
つ
い
て
、
現
在

の
２
時
間
前
ま
で
か
ら
、
１
時
間
前

ま
で
受
け
付
け
る
こ
と
と
し
、
多
く

の
皆
さ
ん
が
利
用
で
き
る
よ
う
改
善

を
図
り
ま
す
。

道
路
網
の
整
備
は
、
幹
線
の
町

道
に
つ
い
て
は
西
会
津
町
縦

貫
道
路
の
整
備
を
引
き
続
き
進
め
、

ま
た
、
下
野
尻
端
村
線
の
改
良
舗
装

が
平
成
25
年
度
で
完
成
す
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

幹
線
以
外
の
町
道
で
は
、
漆
窪
線
、

下
條
線
の
工
事
を
引
き
続
き
実
施
し
、

寺
ノ
上
線
の
用
地
測
量
、
新
た
に

真
ヶ
沢
３
号
線
の
地
形
測
量
を
行
う

ほ
か
、
明
神
橋
の
耐
震
補
強
工
事
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
国
・
県
道
の
整
備
促
進
に

つ
い
て
関
係
機
関
に
積
極
的
に
働
き

掛
け
て
い
き
ま
す
。

水
道
施
設
の
整
備
で
は
、
施
設 

の
改
修
を
計
画
的
に
進
め
る

と
と
も
に
、
青
坂
地
区
飲
料
水
供
給

施
設
の
給
水
区
域
を
甲
石
地
区
ま
で

拡
張
す
る
な
ど
、
水
道
未
普
及
地
区

の
解
消
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

  

下
水
道
は
、
特
定
環
境
保
全
公
共

下
水
道
・
野
沢
処
理
区
お
よ
び
個
別

排
水
処
理
施
設
の
整
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

で
は
、
普
及
を
積
極
的
に
進

め
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
25
年
度

か
ら
町
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備

等
設
置
事
業
を
実
施
し
、
個
人
住
宅

の
ほ
か
、
事
業
所
や
農
業
施
設
等
へ

の
太
陽
光
発
電
、
太
陽
熱
利
用
、
小

水
力
発
電
、
風
力
発
電
、
雪
氷
熱
利

用
、
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
ス
ト
ー
ブ
設

置
な
ど
、
広
範
囲
に
活
用
で
き
る
補

助
制
度
に
よ
り
普
及
を
促
進
し
て
い

き
ま
す
。

  

ま
た
、
防
災
拠
点
に
な
る
さ
ゆ
り

公
園
体
育
館
、
新
築
す
る
西
会
津
小

学
校
へ
の
太
陽
光
発
電
施
設
お
よ
び

蓄
電
池
の
導
入
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

  

以
上
の
事
業
に
つ
い
て
、
実
施
可

能
な
も
の
か
ら
順
次
、
効
率
的
・
効

果
的
に
実
施
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
理
念
「
み
ん
な
の
声
が
響
く
ま

ち･

に
し
あ
い
づ
」
の
実
現
に
向
け
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

平成25年度

町 政 方 針

平成25年度



調
査
の
概
要
・
経
過

　

橋
屋
遺
跡
発
掘
調
査
は
、
西
会
津

町
縦
貫
道
路
と
な
る
町
道
・
野
沢
柴

崎
線
の
新
し
い
路
線
が
橋
屋
遺
跡
を

横
断
す
る
た
め
、
開
発
に
よ
っ
て
遺

跡
が
壊
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
遺

跡
の
記
録
・
保
存
を
目
的
に
実
施
し

ま
し
た
。

　

ま
ず
、
調
査
保
存
す
る
区
域
を
決
め

る
た
め
、
平
成
23
年
11
月
に
部
分
的

な
確
認
（
試
掘
）
調
査
を
行
い
、
県
文

化
財
課
の
指
導
を
受
け
、
本
調
査
を
行

う
計
８
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
２
区
画

を
決
定
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
現
地
で

の
本
調
査
を
昨
年
６
月
か
ら
８
月
末
ま

で
行
い
、
そ
の
後
、
本
年
３
月
ま
で
出

土
品
の
整
理
、
調
査
報
告
書
作
成
な
ど

の
作
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
祖
先
が
、
そ
の
時
代
を
ど
の
よ
う
に
暮
ら
し
て
き
た
の
か
、

埋
蔵
文
化
財
は
、
そ
れ
を
知
る
手
掛
か
り
に
な
る
貴
重
な
資
料
で
す
。

　

数
千
年
も
の
間
、
土
の
中
で
眠
っ
た
ま
ま
だ
っ
た
建
物
な
ど
の
跡
（
遺

構
）
、
ま
た
、
生
活
道
具
や
装
飾
品
と
い
っ
た
出
土
品
（
遺
物
）
は
、
開

発
に
よ
っ
て
無
く
な
っ
て
し
ま
う
と
、
歴
史
、
文
化
の
成
り
立
ち
を
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
工
事
な
ど
を
行
う
前
に

埋
蔵
文
化
財
の
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
、
町
道
・
野
沢
柴
崎
線
の
改
築
工
事
に
伴
い
行
っ
た
橋
屋
遺
跡

発
掘
調
査
の
貴
重
な
発
見
か
ら
祖
先
の
足
跡
を
た
ど
り
ま
す
。

貴
重
な
発
見
か
ら

祖
先
の
足
跡
を
た
ど
る

特集 時を経て、今よみがえる時を経て、今よみがえる
橋屋遺跡発掘調査から橋屋遺跡発掘調査から
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調
査
は
、
次
の
作
業
工
程
で
行
い

ま
し
た
。

　

①
発
掘
場
所
を
測
量
し
て
確
定
し
、

バ
ッ
ク
ホ
ー
な
ど
の
重
機
で
慎
重
に

表
面
の
土
を
取
り
除
き
ま
す
。

　

②
昔
の
建
物
や
工
作
物
な
ど
の
跡

で
あ
る
遺
構
や
、
土
器
な
ど
の
遺
物

が
出
る
土
層
に
な
っ
た
ら
写
真
を
撮

り
、
図
面
を
書
き
な
が
ら
手
作
業
で

掘
り
進
め
ま
す
。

　

③
土
器
な
ど
の
遺
物
は
、
一
つ
一

つ
記
録
を
と
り
な
が
ら
コ
ン
テ
ナ
に

入
れ
、
整
理
す
る
場
所
に
運
び
ま
す
。

そ
の
後
、
遺
物
を
洗
浄
し
、
元
の
土

器
の
形
に
復
元
で
き
そ
う
な
も
の
は

組
み
立
て
復
元
し
ま
す
。

　

④
遺
物
は
、
必
要
に
応
じ
て
成
分
、

年
代
を
調
べ
る
科
学
分
析
を
行
い
ま
す
。

　

⑤
遺
構
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

写
真
を
撮
り
、
位
置
や
形
状
を
正
確

に
図
面
に
記
録
し
ま
す
。

　

な
お
、
遺
物
や
遺
構
の
時
代
、
年

代
の
特
定
に
は
、
地
層
の
地
質
か
ら

の
推
定
、
住
居
や
墓
な
ど
の
形
、
ま

た
、
土
器
の
形
や
模
様
の
特
徴
、
さ

ら
に
科
学
分
析
と
い
っ
た
方
法
が
用

い
ら
れ
ま
す
。

　

町
の
阿
賀
川
の
北
側
に
あ
る
遺
跡

で
は
、
今
回
が
初
め
て
の
調
査
と
な

り
、
調
査
に
よ
っ
て
橋
屋
遺
跡
は
、

縄
文
中
期
・
後
期
・
晩
期
、
平
安
時

代
の
各
期
に
営
ま
れ
た
集
落
跡
で
、

縄
文
後
期
の
集
落
構
成
、
土
坑
の
配

置
、
ま
た
阿
賀
川
の
河
岸
段
丘
と
の

関
係
な
ど
を
解
明
で
き
た
こ
と
は
大

き
な
成
果
で
し
た
。

　

今
回
の
調
査
の
結
果
、
写
真
が
示

す
と
お
り
予
想
以
上
の
遺
構
、
遺
物

が
出
土
し
ま
し
た
。

　

確
認
さ
れ
た
遺
構
は
、
縄
文
時
代

の
住
居
跡
が
５
軒
、
平
安
時
代
の
も

の
５
軒
で
、
そ
の
時
代
に
集
落
が
あ

り
生
活
が
営
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
判

明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
道
路
幅
の
わ
ず
か
な
調
査

範
囲
の
中
に
密
集
し
た
約
１
１
５
基

の
土
坑
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
見
つ
か
っ
た

例
が
な
い
縄
文
後
期
中
葉
か
ら
縄
文

晩
期
初
頭
に
か
け
て
の
土
坑
墓
が
集

中
し
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

①④⑤多数の土器や石器などが副葬
された土坑墓／②遺物の分類作業／
③住居跡や土坑など

₁₂₃

₄

₅

現在の町道・野沢柴崎線現在の町道・野沢柴崎線

至 

戸
中

至 

橋
屋

至 

橋
屋

大発見の

舞台裏

調査手順・方法

住居跡、墓跡

見つかる

調査結果 その１

時を経て、今よみがえる
橋屋遺跡発掘調査から

特集



７

　

土
坑
墓
か
ら
は
、
縄
文
後
期
中
葉

か
ら
後
葉
の
縄
文
土
器
が
出
土
し
ま

し
た
。

  

こ
れ
ら
の
土
器
は
、
会
津
地
方
で

の
出
土
例
が
少
な
く
、
縄
文
後
期
中

葉
か
ら
縄
文
晩
期
初
頭
の
重
要
な
資

料
に
な
り
ま
す
。

　

石
器
は
、
少
な
い
出
土
で
し
た
が
、

石
鏃
を
は
じ
め
、
打
製
石せ
き

斧ふ

、
磨
製

石
斧
、
砥と

石い
し

な
ど
が
見
つ
か
り
ま
し

た
。

  

こ
の
中
で
、
石
鏃
の
茎
部
に
天
然

の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
が
付
着
し
て
い
る

大
変
貴
重
な
も
の
が
出
土
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
縄
文
後
期
の
注
口
朱
彩
土

器
片
１
点
に
も
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
付

着
が
確
認
さ
れ
、
注
口
の
補
修
に
使

用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
石
鏃
と
朱
彩
土
器
の
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
の
成
分
は
異
な
っ
て
お
り
、

別
々
の
産
地
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、

今
後
、
ほ
か
の
地
域
の
資
料
と
比
較

し
場
所
の
特
定
が
で
き
れ
ば
、
そ
の

時
代
に
広
域
の
物
流
が
あ
っ
た
こ
と

が
証
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
貴
重
な
朱
彩
土
器
も
４

点
出
土
し
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
２
点
は
水
銀
朱
で
塗
ら

れ
、
残
り
の
二
つ
は
塗
膜
に
ベ
ン
ガ

ラ
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

　

ベ
ン
ガ
ラ
は
、
指
の
爪
ほ
ど
の
塊

で
６
６
５
グ
ラ
ム
出
土
し
、
極
め
て

重
要
な
発
見
に
な
り
ま
し
た
。 

　

こ
の
ベ
ン
ガ
ラ
塊
は
、
鉱
物
な
ど

の
自
然
の
も
の
で
は
な
く
、
人
工
的

に
作
ら
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
、
通

常
、
ベ
ン
ガ
ラ
だ
け
で
は
塊
に
な
ら

な
い
た
め
、
ほ
か
の
物
質
を
加
え
団

子
に
し
た
可
能
性
が
あ
り
、
今
後
の

詳
し
い
分
析
が
課
題
に
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
平
安
時
代
の
も
の
と
し
て

住
居
跡
が
５
軒
確
認
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
遺
物
と
し
て
須
恵
器
や
土
師
器

が
出
土
し
、
出
土
し
た
須
恵
器
の
杯

の
底
に
は
「
お
か
も
と夲
」
と
墨
で
書
か
れ
、

町
内
で
は
上
ノ
台
遺
跡
に
次
い
で
２

例
目
と
な
る
墨
書
土
器
の
発
見
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
町
で
初
め
て
と
な
る

精
錬
滓
と
思
わ
れ
る
鉄
滓
も
見
つ
か

り
、
今
後
、
ど
こ
か
ら
持
ち
込
ま
れ

た
の
か
な
ど
、
調
査
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

　

橋
屋
遺
跡
の
調
査
は
、
今
回
が
初

め
て
で
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
多
数

の
遺
構
、
遺
物
か
ら
、
こ
の
地
域
は
、

豊
か
で
高
い
文
化
を
持
っ
て
い
た
こ

と
を
示
す
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

▲

今
回
の
調
査
で
出
土
し
た
土
器
片
の
一
部

⑥所々に赤色の塗膜が付く朱彩土器片
／⑦土坑から多数見つかったベンガラ
塊／⑧出土した土器片を組み立て接合
した縄文後期の注口土器

₆

₇

₈

貴重な

数々の発見

調査結果 その２

用  語  解  説
縄�文時代：約15,000年前から3,000年前

までの稲作開始の弥生時代前までを
いう。草創期・早期・前期・中期・
後期・晩期の６期に分けられる。
土
ど

�坑
こう

・土
ど

坑
こう

墓
ぼ

：遺構の中で一定の大き
さを持った掘り込みのこと。墓、貯
蔵穴などがあり、墓の場合は土坑墓
という。
石
せきぞく

鏃：矢じりのこと。
朱
しゅ

�彩
さい

土器：ベンガラ、水銀朱、漆など
により着色された土器。
ベ�ンガラ：土から取れる成分(酸化鉄)

で最古の顔料とされる。
須
す

�恵
え き

器・土
は じ き

師器：どちらも古墳時代か
ら平安時代にかけて使用された土器
で須恵器は高温の窯で焼くため固く、
土師器は野焼きで比較的軟らかいの
が特徴。
鉄
てっ

�滓
さい

：鉄を製造するときに発生する高
温で溶けた不純物のこと。



　

ま
た
、
出
土
品
を
見
た
り
、
土
器

を
作
っ
た
り
す
る
た
め
、
首
都
圏
や

北
陸
地
方
な
ど
か
ら
来
町
す
る
グ

ル
ー
プ
も
あ
り
ま
す
。

　

「
遺
跡
は
開
発
の
妨
げ
・
や
っ
か

い
も
の
」
と
さ
れ
る
時
代
も
あ
り
ま

し
た
が
、
遺
跡
や
出
土
品
の
価
値
、

魅
力
を
地
域
の
誇
り
と
し
て
共
有
し
、

地
域
づ
く
り
、
町
お
こ
し
に
生
か
す

発
想
が
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

西
会
津
町
の
遺
跡
の
価
値
を
い
か

に
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
町

の
遺
跡
や
出
土
品
は
、
そ
れ
だ
け
の

資
源
に
な
る
大
き
な
可
能
性
を
秘
め

て
い
ま
す
。

　

最
後
に
橋
屋
・
戸
中
自
治
区
を
は

じ
め
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
あ
ら
た
め

て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

屋
遺
跡
の
調
査
に
は
、
平
成

23
年
11
月
の
試
掘
調
査
か
ら
、

本
調
査
ま
で
一
貫
し
て
か
か
わ
っ
て

き
ま
し
た
。

　

昨
年
の
本
調
査
は
、
大
変
暑
い
中

で
の
作
業
で
し
た
が
、
丁
寧
な
調
査

に
よ
っ
て
予
想
を
上
回
る
遺
構
、
遺

物
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
調
査
に
あ

た
っ
て
は
県
文
化
財
課
を
は
じ
め
、

県
立
博
物
館
、
東
京
大
学
総
合
研
究

博
物
館
、
新
潟
県
津
南
町
教
育
委
員

橋

会
、
木
本
元
治
氏(

福
島
市)

、
長
尾

修
氏(

会
津
若
松
市)

、
田
崎
敬
修
氏

(

芝
草)

な
ど
多
く
の
方
か
ら
指
導･

助
言
・
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
、
昭
和
48
年
の
尾

野
本
条
里
遺
跡
か
ら
か
か
わ
り
、
上

小
島
Ａ
・
Ｃ
、
上
ノ
台
、
上
野
尻
、

小
屋
田
遺
跡
な
ど
多
く
の
遺
跡
を
見

て
き
ま
し
た
。

　

ご
存
じ
の
と
お
り
発
掘
に
は
、
多

く
の
時
間
や
費
用
が
掛
か
り
ま
す
。 

し
か
し
、
遺
構
、
遺
物
な
ど
か
ら
は
、

そ
の
時
代
の
食
や
生
活
、
文
化
、
さ

ら
に
経
済
と
い
っ
た
背
景
、
特
徴
を

読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
奥
深
さ
が

あ
り
ま
す
。

　

西
会
津
町
で
は
明
治
以
降
、
優
れ

た
多
く
の
人
材
を
輩
出
し
て
き
ま
し

た
が
、
今
回
の
調
査
で
は
、
そ
れ
以

前
の
時
代
に
も
素
晴
ら
し
い
高
い
文

化
が
存
在
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
過
去
の
調
査
か
ら
、
西
会
津

町
で
東
北
、
関
東
、
北
陸
地
方
の
文

化
が
融
合
し
、
西
会
津
独
特
の
縄
文

土
器
が
作
ら
れ
、
使
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
、
わ
が
町
は
、
交
流
や

物
流
に
よ
っ
て
栄
え
、
豊
か
な
地
域

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
の
本
調
査
で
は
、
土
坑
墓
が

西
会
津
町
で
初
め
て
確
認
さ
れ
、
そ

の
時
代
に
葬
送
儀
礼
が
あ
っ
た
こ
と

が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ベ
ン
ガ
ラ
が
見
つ
か
っ
た

こ
と
は
非
常
に
珍
し
い
こ
と
で
、
こ

れ
か
ら
東
京
大
学
の
吉
田
邦
夫
特
招

研
究
員
よ
り
指
導
を
受
け
、
成
分
分

析
な
ど
に
よ
り
、
ど
こ
で
作
ら
れ
た

も
の
か
な
ど
学
術
的
に
明
確
に
さ
れ

る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

私
は
、
幼
い
こ
ろ
先
輩
に
連
れ
ら

れ
、
地
元
、
上
小
島
遺
跡
で
石
器
や

土
器
を
見
つ
け
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
考
古
学
に
の
め
り
込
み
、
高
校
時

代
、
専
門
の
鈴
木
啓
先
生
か
ら
指
導

を
受
け
、
学
ん
で
き
ま
し
た
。

　

西
会
津
町
に
は
、
縄
文
中
期
の
王

冠
型
土
器
（
下
写
真
）
を
は
じ
め
、

ほ
か
の
地
域
に
は
無
い
極
め
て
ま
れ

で
、
貴
重
な
出
土
品
が
数
多
く
あ
り
、

こ
れ
ら
は
、
重
要
文
化
財
の
指
定
も

夢
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
橋
屋
遺
跡
を
は
じ
め
、
町
の
多
く
の
遺
跡
発
掘
に
か
か
わ
り
、

西
会
津
町
の
考
古
学
に
詳
し
い
上
小
島
の
佐
藤
光
義
さ
ん
に
話
を

伺
い
ま
し
た
。

遺
跡
、
出
土
品
の
価
値
を

い
か
に
発
信
で
き
る
か

INTERVIEW

橋屋遺跡発掘調査・発掘担当

佐
さ

藤
と う

　光
み つ よ し

義さん [上小島]
日本考古学協会会員
元福島県文化財保護指導委員

▲

縄
文
中
期
の
王
冠
型
土
器

　

昭
和
44
年�

小
屋
田
遺
跡
よ
り
出
土

時を経て、今よみがえる
橋屋遺跡発掘調査から

特集



９

豪
雪
対
策
本
部
の
設
置

　

１
月
26
日
に
、
野
沢
・
原
町
観
測

所
の
積
雪
量
が
、
豪
雪
対
策
本
部
の

設
置
基
準
１
５
０
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

に
達
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
町
で
は
、
翌
27
日
に
豪

雪
対
策
本
部
を
設
置
し
、
関
係
機

関
・
団
体
と
連
携
し
、
町
民
生
活
に

支
障
を
来
た
さ
な
い
よ
う
、
交
通
の

確
保
を
は
じ
め
、
除
排
雪
に
よ
る
事

故
防
止
、
火
災
予
防
、
交
通
事
故
防

止
な
ど
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

２
月
14
日
に
は
、
会
津
管
内
の
市

町
村
で
構
成
す
る
会
津
総
合
開
発
協

議
会
で
、
国
土
交
通
省
や
総
務
省
な

ど
に
対
し
、
除
雪
費
の
財
政
支
援
な

ど
の
緊
急
要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
翌
15
日
に
は
、
西
会
津
町
、

喜
多
方
市
、
北
塩
原
村
で
構
成
す
る

会
津
総
合
開
発
協
議
会
・
喜
多
方
地

方
部
会
で
、
国
土
交
通
省
、
総
務
省

な
ど
に
対
し
て
、
さ
ら
に
、
２
月
26

日
に
は
、
町
独
自
で
福
島
県
に
対
し
、

緊
急
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

高
齢
者
世
帯
等
に
対
す
る

除
排
雪
費
用
の
助
成

　

町
で
は
、
豪
雪
対
策
本
部
の
設
置

に
基
づ
き
、
自
力
で
除
排
雪
す
る
こ

と
が
困
難
な
低
所
得
の
高
齢
者
世
帯

な
ど
に
対
し
、
除
排
雪
費
の
一
部

８
千
円
を
助
成
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
今
後
、
申
請
に
基
づ
い
て
助
成

金
の
支
払
い
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

西
会
津
小
学
校

新
校
舎
の
整
備
事
業

　

来
年
度
か
ら
の
校
舎
新
築
工
事
に

向
け
、
今
年
度
は
、
用
地
の
取
得
、

敷
地
造
成
工
事
、
実
施
設
計
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
造
成
工
事
は
昨
年
12

月
末
で
完
了
し
、
ま
た
、
実
施
設
計

業
務
に
つ
い
て
は
、
３
月
中
旬
に
完

了
す
る
見
通
し
で
す
。

携
帯
電
話
エ
リ
ア
整
備

　

今
年
度
は
、
弥
平
四
郎
・
弥
生
の

２
地
区
で
携
帯
電
話
を
使
用
で
き
る

よ
う
整
備
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
工

事
は
順
調
に
進
み
、
計
画
ど
お
り
年

度
内
に
完
成
す
る
見
通
し
で
す
。

　

こ
の
工
事
完
成
に
よ
り
、
町
の
通
話

可
能
エ
リ
ア
世
帯
カ
バ
ー
率
は
、
97
・

６
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
見
込
み
で
す
。

集
落
支
援
員
の
活
動

　

集
落
支
援
員
を
昨
年
５
月
か
ら
２

名
体
制
と
し
、
特
に
高
齢
化
率
の
高
い

弥
平
四
郎
、
弥
生
、
大
舟
沢
、
荒
木
の

４
自
治
区
を
中
心
に
、
見
守
り
と
支
援

活
動
を
実
施
し
て
き
た
ほ
か
、
出
戸
、

中
ノ
沢
、
小
屋
地
区
な
ど
の
集
落
活
性

化
に
向
け
た
活
動
な
ど
に
も
積
極
的
に

か
か
わ
り
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

  
ま
た
、
昨
年
10
月
か
ら
は
、
週
１

回
、
新
郷
連
絡
所
で
の
相
談
業
務
を

開
始
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
新
郷
地
区
に
対
す
る
支
援

の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く

考
え
で
す
。

旧
奥
川
小
学
校
の
改
修

　

こ
の
旧
奥
川
小
の
改
修
は
、
国
土

交
通
省
の
補
助
事
業
「
集
落
活
性
化

推
進
事
業
」
に
応
募
し
た
と
こ
ろ
、

事
業
の
内
定
を
受
け
た
た
め
、
９
月

町
議
会
定
例
会
で
補
正
予
算
を
計
上

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
時
点
で
は
、
今
年
度
中
の
完

成
を
見
込
ん
で
い
ま
し
た
が
、
国
の

補
助
金
交
付
決
定
が
11
月
21
日
と
な

り
、
そ
の
後
、
実
施
設
計
業
務
を
開

始
し
た
た
め
、
工
事
の
発
注
作
業
が

大
幅
に
遅
れ
、
３
月
４
日
に
業
者
と

工
事
請
負
契
約
を
結
ん
だ
と
こ
ろ
で

す
。
改
修
工
事
の
工
期
は
本
年
７
月

末
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
旧
奥
川
小
へ
の
奥
川

支
所
の
機
能
移
転
作
業
に
つ
い
て
は
、

工
程
を
見
な
が
ら
時
期
を
決
定
す
る

考
え
で
す
。

３
月
町
議
会
定
例
会
は
、

８
日
か
ら
21
日
ま
で
の
14
日
間
を
会
期
に
開
か
れ
、

条
例
の
制
定
や
改
正
、
平
成
24
年
度
の
補
正
予
算
、
平
成
25
年
度
予
算
な
ど

議
案
42
件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

本
号
で
は
、
町
政
の
主
要
事
項
報
告
の
内
容
と
可
決
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町
政
の
主
要
事
項 

報
告
か
ら

3月
町議会
定例会報告
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地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
等

事
業
者
の
公
募
結
果

　

昨
年
12
月
13
日
、
18
日
に
公
募
事

業
者
選
定
委
員
会
を
開
催
し
、
事
業
実

績
な
ど
か
ら
、
認
知
症
高
齢
者
共
同
生

活
介
護
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
お
よ
び
小
規

模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設
の
整
備

は
、
喜
多
方
市
の
社
会
福
祉
法
人
啓
和

会
を
、
ま
た
、
特
定
施
設
入
居
者
生
活

介
護
、
介
護
付
き
有
料
老
人
ホ
ー
ム
は
、

会
津
若
松
市
の
有
限
会
社
な
ご
や
か
を

選
定
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
事
業
者
と

も
、
平
成
25
年
度
に
施
設
を
整
備
し
、

平
成
26
年
４
月
ご
ろ
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
す
る
見
込
み
で
す
。

診
療
所
の
医
療
体
制

　

昨
年
11
月
か
ら
医
師
４
名
に
よ
る

新
た
な
医
療
体
制
と
し
、
西
会
津
診

療
所
で
は
午
後
の
診
察
開
始
を
午
後

３
時
30
分
か
ら
午
後
２
時
に
早
め
、

さ
ら
に
午
後
３
時
30
分
か
ら
は
医
師

２
名
体
制
で
診
察
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
在
宅
患
者
へ
の
医

療
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
、
休
日
夜
間
に

急
患
を
西
会
津
診
療
所
で
受
け
入
れ

る
な
ど
、
地
域
医
療
の
充
実
を
図
り

ま
し
た
。

商
業
団
地

Ａ
区
画
整
備
の
検
討
状
況

　

町
で
は
、
道
の
駅
よ
り
っ
せ
と
商

業
団
地
Ａ
区
画
を
組
み
合
わ
せ
、
地

域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
商

業
団
地
Ａ
区
画
活
用
方
針
検
討
委
員

会
を
組
織
し
、
整
備
方
針
な
ど
を
協

議
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
整

備
方
針
は
、
個
別
分
譲
方
式
か
ら
テ

ナ
ン
ト
方
式
に
、
活
用
方
針
は
、
道

の
駅
よ
り
っ
せ
を
核
に
、
統
一
感
あ

る
商
業
団
地
を
目
指
し
、
ま
た
来
た

く
な
る
よ
う
な
店
舗
づ
く
り
、
野
沢

の
街
中
に
誘
客
で
き
る
施
設
と
す
る

方
針
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
、
町
で
は
昨
年
度
、

商
業
団
地
Ａ
区
画
整
備
検
討
委
員
会

を
組
織
し
、
建
物
の
外
観
や
レ
イ
ア

ウ
ト
を
中
心
に
施
設
の
検
討
を
重
ね
、

現
在
は
、
基
本
計
画
策
定
に
向
け
、

同
委
員
会
の
委
員
に
商
工
会
や
飲
食

店
、
農
産
物
加
工
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン

バ
ー
を
加
え
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

組
織
し
意
見
集
約
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
今
年
度
内
に
基
本
計
画
を

策
定
し
、
来
年
度
は
実
施
設
計
や
運
営

形
態
な
ど
の
検
討
、
入
居
業
種
の
選
定

な
ど
を
進
め
、
平
成
26
年
度
に
は
施
設

整
備
に
取
り
組
む
考
え
で
す
。

平
成
23
年
７
月

新
潟･

福
島
豪
雨
の
災
害
復
旧

　

今
年
度
の
事
業
が
完
成
し
、
す
べ

て
の
災
害
復
旧
工
事
が
完
了
し
ま
し

た
。
ま
た
家
屋
が
浸
水
し
た
徳
沢
と

橋
屋
地
区
で
は
、
昨
年
、
県
に
よ
る

堤
防
設
置
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

徳
沢
地
区
は
年
度
内
に
、
橋
屋
地
区

は
来
年
度
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

◆
町
議
会
基
本
条
例
の
制
定
―
議
会
運

　

営
等
の
基
本
事
項
な
ど
を
定
め
る
も
の

◆�

町
乳
幼
児
家
庭
子
育
て
応
援
金
支

給
条
例
の
制
定
―
２
歳
ま
で
家
庭

で
育
児
を
す
る
保
護
者
の
う
ち
、

育
児
休
業
給
付
金
を
受
け
ら
れ
な

い
方
に
応
援
金
を
支
給
す
る
も
の

◆�

町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事

業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
、
町

指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営

並
び
に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め

の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
―
地

域
主
権
改
革
一
括
法
施
行
に
よ
る
介

護
保
険
法
改
正
に
伴
う

◆�

町
下
水
道
の
構
造
の
技
術
上
の
基
準

及
び
終
末
処
理
場
の
維
持
管
理
に
関

す
る
条
例
の
制
定
―
同
一
括
法
施

行
に
よ
る
下
水
道
法
改
正
に
伴
う

◆�

町
営
住
宅
等
の
整
備
基
準
を
定
め

る
条
例
の
制
定
―
同
一
括
法
施
行

に
よ
る
公
営
住
宅
法
改
正
に
伴
う

◆�

町
道
の
構
造
の
技
術
的
基
準
を
定

め
る
条
例
の
制
定
、
町
道
に
設
け

る
道
路
標
識
の
寸
法
を
定
め
る
条

例
の
制
定
―
同
一
括
法
施
行
に
よ

る
道
路
法
改
正
に
伴
う

◆�
西
会
津
高
等
学
校
生
徒
支
援
修
学
資

金
貸
与
条
例
の
制
定
―
新
規
支
援
策

と
し
て
大
学
等
に
進
学
す
る
生
徒
に
対

し
、修
学
資
金
を
貸
与
す
る
た
め
制
定

◆�

町
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
修
学
資
金
貸
与

条
例
の
一
部
改
正
―
西
会
津
高
等

学
校
生
徒
支
援
修
学
資
金
貸
与
条
例

制
定
に
伴
う
重
複
要
件
の
削
除
等

◆�

町
結
婚
祝
金
支
給
条
例
の
一
部
改

正
―
家
賃
補
助
対
象
を
民
間
賃
貸

住
宅
ま
で
拡
充
す
る
た
め
の
改
正

◆�

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
―
支
給
対
象
の

遺
族
に
同
居
の
兄
弟
姉
妹
を
加
え

る
な
ど
の
改
正

◆�

町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改

正
―
国
民
健
康
保
険
給
付
費
支
払

準
備
基
金
の
保
有
額
の
条
項
改
正

◆�

町
個
別
排
水
処
理
施
設
条
例
の
一

部
改
正
―
対
象
家
屋
に
新
た
に
公

衆
便
所
を
追
加
す
る
た
め
の
改
正

◆�

町
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正
―
地

域
主
権
改
革
一
括
法
施
行
に
よ
る

公
営
住
宅
法
改
正
に
伴
う

◆�

町
定
住
促
進
住
宅
条
例
の
一
部
改

正
―
旧
教
職
員
宿
舎
１
棟
を
定
住

促
進
住
宅
に
す
る
た
め
の
改
正

◆
平
成
24
年
度
各
会
計
補
正
予
算

◆
平
成
25
年
度
各
会
計
予
算

◆
町
道
の
路
線
変
更
―
森
野
４
号
線

◆�

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合

整
備
計
画
の
変
更
―
尾
野
本
辺
地

計
画
に
上
谷
地
区
の
携
帯
電
話
エ

リ
ア
整
備
事
業
を
追
加

◆�

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
せ
ん
―

本
年
６
月
30
日
任
期
満
了
の
１
名

に
つ
い
て
田
崎
映
子
さ
ん
を
推
せ
ん

可
決
さ
れ
た
議
案

3月
町議会
定例会報告
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　意欲ある農業者支援による国内農業の再生を目的とした旧農業者戸別所得補償制度は「経営所得安定対
策」に名称変更され、今年度は引き続き、これまでと同じ内容で実施されます。制度の概要は以下のとおり
です。対象農家の皆さん、今年度も積極的に、この経営所得安定対策の制度を活用ください。なお、来年度
以降の制度内容は今後検討されます。  【問い合わせ先】農林振興課・農政係　☎45－4531

◆主食用米　【米の直接支払交付金】１５，０００円／１０アール　＋　【米価変動補填交付金】米価が大きく下落した場合の交付金
※生産調整の達成と水稲共済への加入、または24年産米の販売実績が必要です。
※主食用作付面積から､自家消費分などとして10アールを控除した面積が交付金の対象です。

◆主食用米以外 　
※水田で畑作物を生産した場合、①と②両方の直接支払交付金の対象になります。
※畑でソバなどの畑作物を生産した場合、①の直接支払交付金の対象になります。
※交付金の対象となるには、作物の収穫と出荷販売が原則となります。　　

　畑作物（ソバ､麦､大豆､なたねなど）の直接支払交付金
◆数量払　※出荷販売数量に応じて交付されます。
ソバの交付金単価表（単位：円／45㎏）
品質区分
（等級） １等 ２等 ３等 等外・未検査

交付単価 16,870 16,160 15,360 12,150
◆面積払（営農継続支払）
　２０，０００円／10アール
※�前年の販売数量を地域単収で換算し、その面積に応じ
て数量払の内金として先に交付されます。
　前年の販売実績がない方は対象外です。

１ 　水田活用の直接支払交付金
◆戦略作物助成（単位：円／10アール）

対��象��作��物 単　価
ソバ、加工用米、なたね 20,000
飼料作物、大豆、麦 35,000
飼料用米、ＷＣＳ用稲、米粉用米 80,000
◆産地資金（西会津町独自の助成）
　●ソバ大規模取組助成
　　(40アール以上の団地化が対象で、畑作も助成)
　　２５，０００円／１０ｱｰﾙ（予定）
　●ミネラル野菜振興助成
　　３０，０００円／１０ｱｰﾙ（予定）
　●その他一般野菜等振興助成
　　２０，０００円／１０ｱｰﾙ（予定）
　●景観形成・地力増進作物助成
　　　８，０００円／１０ｱｰﾙ（予定）
　●加工用米助成(生産性向上等の取り組みが対象)
　　２８，０００円／１０ｱｰﾙ（予定）
　●備蓄米助成
　　１９，０００円／１０ｱｰﾙ（予定）

２

＋

◆その他加算措置等
【規模拡大交付金】�農地利用集積円滑化団体が間に入り、新たに農地の面的

集積を行い、６年以上の利用権を設定した面積が対象
　　　　　　　　１回限り　２０，０００円／10アール
【再生利用交付金】耕作放棄地等を畑に転換し、ソバ等を作付けした面積が
　　　　　　　　　��対象（最長５年間交付）
　　　　　　　　平　　地　２０，０００円／10ｱｰﾙ
　　　　　　　　条件不利地　３０，０００円／10ｱｰﾙ
【集落営農の法人化支援】集落営農組織が法人化した場合が対象
　　　　　　　　　　　　　　��定額４０万円

平成２４年度の
「農業者戸別所得補償制度」実績

●加入者数� ５９５人（加入率８７．１％)
●米の所得補償交付金額� ８５，６３９，５００円
●水田活用の所得補償交付金額
� ６，７４７，０００円
●産地資金交付金額� ４，２３０，４００円
●畑作物（ソバ）の所得補償交付金額
� １２，８８８，８５０円
●規模拡大加算交付金額� １，５４２，０００円

� 合　計　　　１１１，０４７，７５０円
（加入者１人当たり平均� １８６，６３４円)

ＪＡ委託を活用した経営例
水田経営面積１００ｱｰﾙ
転作面積なし（実転作なし）
単収５００㎏／１０ｱｰﾙの農家が、生産調整が必要
な数量を購入するＪＡ委託を利用する場合

●主食用米作付面積� １００ｱｰﾙ
●配分面積� ６０．３ｱｰﾙ
●生産調整が必要な面積� ３９．７ｱｰﾙ
（生産調整が必要な数量� １，９８５㎏)
●ＪＡ委託料（単価３０円／㎏として）
� ５９，５５０円
●米の直接支払交付金額� １３５，０００円
　米の直接支払交付金額とＪＡ委託料との差額
７５，４５０円が実質手元に残り経営安定のための
資金になります。

経
営
所
得
安
定
対
策

経営所得安定対策(旧 戸別所得補償制度)を活用しましょう！
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新
入
学
児
童[

３
月
22
日
現
在]

自
治
区　
　

氏　
　
　

名

５
町
内　

折　

笠　

遥は
る　

南な 

さ 

ん

　
　
　
　

渡　

邉　
　
　

柊
し
ゅ
う 

く 

ん

７
町
内　

岩　

原　

茉ま　

佑ゆ 

さ 

ん

　
　
　
　

藤　

田　

悠ゆ
う　

都と 

く 

ん

９
町
内
１　

二　

木　

蒼そ
う　

太た 

く 

ん

　
　
　
　

武　

藤　

香か　

絵え 

さ 

ん

　
　
　
　

物　

江　

花か

ん

な奈 

さ 

ん

９
町
内
２　

小　

林　

芽め　

生い 

さ 

ん

10
町
内　

佐　

藤　

竜
り
ゅ
う　

介す
け 

く 

ん

芝　

草　

相　

原　

静し

ず

く空 

さ 

ん

堀　

越　

齋　

藤　

光み　

峰ほ 

さ 

ん

　
　
　
　

齋　

藤　

咲も

も

か花 
さ 

ん

西　

原　

伊　

藤　

夕ゆ　

藍ら 
さ 
ん

　
　
　
　

千　

葉　

柚ゆ
ず　

妃き 
さ 
ん

　
　
　
　

結　

城　

陸り
く　

央お 

く 

ん

森　

野　

猪　

俣　

佳か　

奈な 

さ 

ん

　
　
　
　

渡　

部　

瑠る　

威い 

く 

ん

松　

尾　

杉　

原　

羽は　

空く 

く 

ん

松　

尾　

鈴　

木　

正ま
さ　

人と 

く 

ん

　
　
　
　

長
谷
川　

陽ひ

な

た大 

く 

ん

西
林
東　

伊　

藤　

竜た
つ　

矢や 

く 

ん

　
　
　
　

国　

分　

海な

つ

き
月
輝 

さ 

ん

　
　
　
　

長
谷
川　

夢ゆ

ず

き樹 

く 

ん

上
小
島　

大
須
賀　

美み　

月づ
き 

さ 

ん

　
　
　
　

小　

柴　

彩さ　

愛え 

さ 

ん

黒　

沢　

渡　

部　

櫻
さ
く
ら　

子こ 

さ 

ん

山　

口　

安　

部　

和か
ず　

葉は 

さ 

ん

上
野
尻　

齋　

藤　

優ゆ
う　

薫か 

さ 

ん

　
　
　
　

佐　

藤　
　
　

秀
し
ゅ
う 

く 

ん

　
　
　
　

佐　

藤　

奈な　

奈な 

さ 

ん

　
　
　
　

塚　

原　

美み　

月つ
き 

さ 

ん

　
　
　
　

橋　

本　

美み　

空く 

さ 

ん

　
　
　
　

橋
谷
田　

真ま　

緒お 

さ 

ん

下
野
尻　

長
谷
川　

真ま　

衣い 

さ 

ん

宝　

川　

佐　

藤　

慎し
ん　

悟ご 

く 

ん

橋　

屋　

秋　

田　

莉り　

奈な 

さ 

ん

戸　

中　

小　

柴　

大や

ま

と和 

く 

ん

　

一
日
体
験
入
学
で
は
、
西
会
津
小

の
松
本
敬
之
校
長
が
「
よ
く
お
い
で

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
学
校
を
見
学
し

て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
４
月
か
ら

小
学
生
に
な
る
保
育
所
児
童
を
歓
迎

し
ま
し
た
。

　

新
入
学
児
の
皆
さ
ん
が
教
室
に
移

動
す
る
と
一
年
生
が
元
気
な
あ
い
さ

つ
で
出
迎
え
、
輪
投
げ
や
釣
り
な
ど
、

一
年
生
が
考
え
た
ゲ
ー
ム
で
一
緒
に

遊
び
交
流
し
ま
し
た
。
新
入
学
児
の

皆
さ
ん
は
、
初
め
は
不
安
な
様
子
で

し
た
が
、
次
第
に
打
ち
解
け
、
期
待

に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　４月は入学のシーズン。真新しいランドセ
ルを背負った新一年生が入学します。
��今年、小学校に入学するのは、平成18年４
月２日から平成19年４月１日までに生まれた
児童37人です。
��４月からの新しい学校生活に胸をときめか
せながら、入学式を心待ちにしている子ども
たちは、２月21日、西会津小学校を訪れ、一
日体験入学をしました。

ぼくたち
　わたしたち 新一年生

小学校一日体験入学で、一年生が新入学児の皆さんを元気よくお出迎え小学校一日体験入学で、一年生が新入学児の皆さんを元気よくお出迎え
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永井利吉さん・トライアングルの会に感謝状
　ボランティア活動で長年にわたり社会福祉の増進に尽
力した奥川新町の永

な が い

井利
り

吉
き ち

さんと、精神保健福祉ボラン
ティア・トライアングルの会（柴

し ば た

田淳
じ ゅ ん こ

子会長）が、県社
会福祉協議会感謝状を受け、２月28日、報告のため町役
場を訪れました。永井さんは平成15年から町ボランティ
ア活動サポートセンター会長を２期務めたほか、高齢者
世帯への弁当配達ボランティアを継続し、トライアング
ルの会は、精神障がい者を対象に行事やイベントを企
画・開催するなど、それぞれ、福祉の模範となる活動に
対し贈られました。トライアングルの会は同時に福島民
友愛の事業団・福祉活動奨励賞も受賞しました。

若い皆さんが活動報告
　若者の皆さんが集まり町の魅力や課題を見つけ、町活
性化のための計画づくりなどを行う「若者まちづくりプ
ロジェクト」の活動発表会が２月26日、道の駅よりっせ
で行われました。
　まちづくりプロジェクトでは、立教大学観光学部の清
水愼一特任教授からアドバイスを受けながら、昨年９月
よりグループでの討論を重ね、さまざまなアイデアを出
してきました。発表会では、４つのグループが、それぞ
れ「町の観光」「特産品」「情報発信」「町内のイベン
ト」について、これまで、まちづくりに向けて検討、実
施してきた内容を発表しました。

沖縄・宮古島の食を学ぶ
　気候風土が異なる沖縄の食生活を体験して学び、取り
組みの活発化などを目的とする食生活改善推進員沖縄研
修が２月18日から21日に行われ、町の推進員と若手農業
者４名が友好都市の宮古島市を訪問しました。
　18日の交流会で町からの参加者は、宮古島市の推進員
が島らっきょう、島紫芋などを使って調理した健康メ
ニューで歓迎を受け、西会津町、宮古島市の推進員はそ
れぞれの活動状況を報告しました。翌19日には調理交流
が行われ、双方の推進員はそれぞれ工夫し、考案したメ
ニューを調理・会食し、意見交換をしながら健康づくり
の基礎になる｢食｣の重要性をあらためて学び合いました。

これからの農林業を考える
　町では２月17日、ミネラル野菜の生産拡大、さらに、
森林資源の利活用促進を目的に、農林業講演会を林業研
修センターで開催しました。第１部では「健康な土づく
りについて」を演題に、エーザイ生科研㈱の佐藤安幸氏
が堆肥の特性や効果、土壌づくりの基本について講演し
ました。第２部では、退職後に里山を整備し、山菜や、
きのこ栽培、さらにカブトムシ飼育に取り組む須賀川市
のグループ「里の森みらい」の薄井充良代表が「里の森
みらいの誕生と取り組みについて」講演し、約50名が、
これからの町の農業と林業について熱心に考え学びま
した。
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１
年
前
か
ら
機
能
訓
練
に
参
加
し

て
い
ま
す
。
主
治
医
か
ら
勧
め
ら
れ
、

今
年
度
か
ら
は
温
泉
リ
ハ
ビ
リ
プ
ー

ル
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
普
段
、
お

茶
を
飲
み
に
歩
く
こ
と
が
な
く
な
っ

た
た
め
、
機
能
訓
練
に
参
加
し
、
み

ん
な
と
顔
を
合
わ
せ
運
動
す
る
こ
と

が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。
野
菜
作
り

も
生
き
が
い
で
、
常
に
体
を
動
か
す

こ
と
が
元
気
の
秘
訣
で
す
。

生
活
に
運
動
を
取
り
入
れ
よ
う
！

　

立
つ
、
座
る
、
歩
く
な
ど
の
動
作
に
は
、
下

半
身
の
筋
力
が
必
要
で
す
。
ス
ク
ワ
ッ
ト
や
片

足
立
ち
と
い
っ
た
下
半
身
の
筋
肉
を
鍛
え
る
体

操
や
、
散
歩
な
ど
、
運
動
を
毎
日
の
生
活
に
取

り
入
れ
、
介
護
予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼

 

健
康
支
援
係　

☎
45
︱
４
５
３
２

介
護
が
必
要
に
な
る
原
因
は
？

　

厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
介
護
が
必

要
に
な
っ
た
原
因
の
第
１
位
は
脳
血
管
疾
患
に

な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
骨
や
関
節
、
筋
肉
、

神
経
と
い
っ
た
体
を
支
え
動
か
す
機
能
が
衰
え

て
起
き
る
「
関
節
疾
患
」「
骨
折
・
転
倒
」
を

合
わ
せ
る
と
21
・
１
％
で
、
第
１
位
の
脳
血
管

疾
患
と
ほ
ぼ
同
じ
割
合
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

立
つ
、
座
る
、
歩
く
と
い
っ
た
運
動
機
能
が

低
下
す
る
と
、
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
な
い
可

能
性
が
高
ま
る
の
で
す
。

介
護
予
防
の
た
め
に

　

町
で
は
、
介
護
予
防
が
必
要
な
方
を
把
握

し
、
要
介
護
状
態
へ
の
悪
化
を
防
ぐ
た
め
、
65

歳
以
上
で
、介
護
保
険
の
「
要
支
援
」「
要
介
護
」

に
該
当
し
な
い
方
を
対
象
に
、
生
活
機
能
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
、
介
護
予
防
の
対

象
者
が
多
い
自
治
区
で
は
「
元
気
応
援
教
室
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
介
護
予
防
の
必

要
性
が
高
く
、
主
治
医
か
ら
運
動
を
勧
め
ら
れ

た
方
を
対
象
に
機
能
訓
練
事
業
を
保
健
セ
ン

タ
ー
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

以
前
は
、
デ
イ
ケ
ア
で
リ
ハ
ビ
リ

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
体
の
状
態

が
良
く
な
り
、
平
成
13
年
か
ら
保
健

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
て
い
る
機
能
訓

練
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
脳
卒
中
も

再
発
せ
ず
、
筋
力
を
維
持
で
き
、
主

治
医
か
ら
褒
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
腰

痛
も
運
動
に
よ
っ
て
か
無
く
な
り
ま

し
た
。
毎
日
散
歩
し
、
休
ま
ず
機
能

訓
練
に
通
え
る
よ
う
体
調
管
理
に
も

気
を
付
け
て
い
ま
す
。

機能訓練事業・利用者インタビュー

武藤�ヒデさん
[八重窪]

［平成22年国民生活基礎調査］

１位は

合計21.1％

▲屋敷自治区で開催した元気応援教室で運動する皆さん

結城��清さん
[真ヶ沢]

いきいきライフ  健 康 が
いちばん

運
動
で
介
護
予
防

～
い
つ
ま
で
も
自
立
し
た
生
活
を
～

「機能訓練事業」の内容
︻対象︼… 介護保険の要介護（要支援）に該

当しない方で、主治医から運動を
勧められた方

︻場所︼…町保健センター（上野尻）
︻時間︼…午前９時30分～午後１時30分
︻内容︼… さまざまな器具を使った自主訓練

や、集団運動などを行います。ま
た理学療法士による個別指導、温
泉リハビリプールでの運動を行っ
ており、送迎も実施しています。

いろいろな運動に取り組んでみよう

関節に負担がかからない運動が
お勧めです

ストレッチ

水中
ウォーキング

ラジオ体操
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３
月
10
日
、
町
公
民
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て

平
成
24
年
度
生
涯
学
習
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

発
表
会
に
は
、
町
内
で
自
主
的
に
生
涯
学
習

活
動
に
取
り
組
む
９
団
体
が
出
演
し
、
民
舞
や

太
極
拳
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
、
日
ご
ろ
の
活
動

の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

出
演
者
か
ら
は
「
緊
張
し
た
が
一
年
間
の
練

習
の
成
果
を
皆
さ
ん
に
観
て
も
ら
え
良
か
っ

た
」
「
こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
な
が
ら
練
習
し
て

い
き
た
い
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

～
生
涯
学
習
発
表
会
を
終
え
～

 

生
涯
学
習
発
表
会
実
行
委
員
長

 

生
江　

克
志
さ
ん
（
下
野
尻)

　

実
行
委
員
会
の
主
催
で
生
涯
学
習
発
表
会
を

行
う
よ
う
に
な
っ
て
６
回
目
に
な
り
ま
し
た
。

　

日
ご
ろ
か
ら
公
民
館
を
利
用
し
、
生
涯
学
習

に
励
ん
で
い
る
団
体
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
残

念
な
が
ら
発
表
会
に
参
加
す
る
団
体
は
年
々
減

少
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の
皆
さ
ん
は
、

練
習
の
成
果
を
発
表
す
る
こ
う
し
た
場
が
あ
る

こ
と
で
、
生
き
生
き
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
今
後
も
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

西
小
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
閉
校
式

　

安
全
・
安
心
な
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
児
童
の
健
全
育
成
の
た
め

行
っ
て
い
る
放
課
後
子
ど
も
教
室
「
西
小
わ
く

わ
く
ク
ラ
ブ
」
の
休
日
活
動
と
閉
校
式
が
３
月

９
日
、
町
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
ド
ー
ナ
ツ
、
ク
レ
ー
プ
な
ど
の
菓

子
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
43
名
の
子
ど
も
た
ち
は
、
安
全
管

理
員
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
教
わ
り
な
が
ら
真

剣
に
菓
子
づ
く
り
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
全
員
で
会
食
し
な
が
ら
、
上
級
生

が
一
年
間
の
こ
の
教
室
の
感
想
を
発
表
し
、
平

成
24
年
度
の
活
動
を
終
え
ま
し
た
。

社交ダンスを披露する生江克志さん

子どもたちが華麗に「よさこい踊り」を披露

真剣にクレープをつくる子どもたち

公民館だより

一
年
間
の
活
動
成
果
を
披
露

生
涯
学
習
発
表
会

生
涯
学
習
　
　
　

第38回奥川健康マラソン大会
参加者募集

　今回大会では、北京オリンピック日本代表の佐藤敦之

さん、女子800ｍ日本記録保持者の佐藤美保さんご夫妻

がゲストランナーとして参加します。

　◆日　　時 ６月１６日（日）

　◆会　　場 旧奥川小学校グラウンド

　◆参加資格 小学１年生以上で健康な方

　　※車いすでの参加はできません。参加は１人１種目です。

　◆参 加 料 親　子　　　　　　  ２，０００円

  小中学生、高校生　  １，０００円

  一　般　　　　　　  ２，５００円

　◆申込期限 ５月１０日（金）

　◆問合わせ先	 大会事務局（町公民館☎４５－３２４４)

佐藤 敦之 さん
中国電力陸上部

北京オリンピック日本代表

佐藤 美保 さん
女子800ｍ

日本記録保持者
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4 2013
April

雅樂川 貴志さん ［宝川］
  う　  た　がわ　 たか　し

岩原　隼さん（３月号から）メッセージ

仕事がんばれ！また一緒に野球しような！！

いわはら     はやと

あなたの趣味は？
　野球、ゲーム

特技は？
　突っ込み

自分を一言で表現するとしたら？
　ムードメーカーかな？

これからやってみたいことは？
　早起き野球、それから友達
との旅行

熱中していることは？
　パソコンゲーム、仕事

最近感動したことは？
　仕事中にお客さんから感謝
されたこと

あなたのモットーは？
　自由

次の方を紹介してください
　Ｙ・Ｓさん（向原）

と
っ
て
お
き
の
物
は
？

『
高
校
野
球
の
大
会
出
場
写
真｢

額｣

』

「
３
年
の
と
き
、
統
合
に
よ
っ
て

喜
多
方
桐
桜
高
校
に
な
り
、
初
め
て

の
夏
の
大
会
で
撮
っ
た
も
の
で
す
」

　ここでは西会津中学校の生徒
の皆さんに、自分の想い描いて
いる夢や目標などを話していた
だいています。
　今月は、３年・生徒会書記の

渡部魁聖さんです。

わたしの夢――
 「僕は将来の夢などをまだ決
めていません。今の目標は人
に親切にすることです。それ
は将来、職に就いたとき、親
切にすることが必要になって
くるので心掛けるようにして
います。
　また、職業を選ぶとしたら、
自分が楽しい仕事ではなく、ほかの人を助け、支えになるような仕事
をしたいと思っています」

努力していること――
 「普段から友達に親切にするよう心掛けています。中学生なのでボ
ランティアなどはしていませんが、友人の手助けや、卓球部の部長
として後輩を助けるようにしています」

最後に未来の自分に一言――
 「こつこつ目標に向かって成長し、人の助けになるようなことを続
けていってください」

かいせい
２
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まちの人口  ～３月１日現在～　︵前月比)
　　人　口 　　７，４４２人　　（－１１人）
　　　男 　　　３，５８４人　　（－　８人）
　　　女 　　　３，８５８人　　（－　３人）
　　世　帯 　　２，８０１世帯　（＋　３世帯)

戸籍の窓口��～２月受付分～ 〈敬称略〉

　３月３日、上野尻の五十嵐ハルさんが満100歳
を迎え賀寿贈呈式が行われました。
　贈呈式では、県会津保健福祉事務所の飯野日佐
子健康福祉部長、伊藤町長、町老人クラブ連合会
の渡部雅二郎会長から五十嵐さんに賀寿と祝い金
や記念品が贈られました。
　五十嵐さんが100歳になり、町の100歳以上の方
が12人になりました。

百 歳 賀 寿

有料広告を募集しています

紙面に掲載する有料広告を募集しています。
詳しくはお問い合わせください。

��◆大きさ　１枠当たり縦４．０㎝×横８．５㎝
��◆掲載料　１枠当たり５，０００円／月

【問い合わせ先】
企画情報課・広報広聴係　☎４５－４５３６

お誕生おめでとう
須　藤　彩

さ

　絵
え

ちゃん　貴司・佳子 芝　草
鈴　木　茉

ま 　 ゆ

結ちゃん　寿宏・徴子 松　尾

ご結婚おめでとう
渡　部　元　基　　　松　尾
齋　藤　麻　衣　　　会津美里町

お悔やみ申し上げます
三　留　鬼　一（71） 孝 　　 父  １町内
長谷川　英　夫（65）美枝子　　 夫  芝　草
長谷川　三四郎（74）正　明　　 父  安　座
齋　藤　光　雄（91）マサノ　　 夫  尾　登
清　野　友　衛（83）幸　三　　 父  西　林
成　田　光　子（87）和　夫　　 母  上野尻
松　崎　ト　シ（105）好　延　　 母  上野尻
藤　原　喜代次（80）ミサヲ　　 夫  下野尻
武　藤　　　求（54）由美子　　 夫  柴　崎

町指定金融機関が変わりました
　４月１日より町の公金の収納、支払いを取り
扱う指定金融機関が「会津いいで農業協同組
合」から「会津信用金庫」に変わりました。
　また、会津いいで農業協同組合、会津商工信
用組合、東邦銀行が収納代理金融機関として公
金の収納を取り扱います。
　なお、この変更に伴う町民の皆さんの手続き
は必要ありませんので、今までどおりご利用く
ださい。

全国瞬時警報システム［J
ジ ェ イ ・ ア ラ ー ト

︲ALERT］
運用開始

　町では、国からの緊急情報を瞬時に町民の皆さ
んに伝達するため、４月１日から『全国瞬時警報
システム（通称：J

ジェイ

-A
ア ラ ー ト

LERT）』の運用を開始
しました。
　このシステムは、一刻を争う弾道ミサイル情報
をはじめ、津波情報、緊急地震速報など、対処に
時間的余裕がない事態に関する情報を、人工衛星
を使って国が送信し、町の防災行政無線で町民の
皆さんに瞬時にお伝えするものです。
　放送は、サイレンやチャイムなどの警報音の
後、音声で流れます。
　主な放送の内容は、弾道ミサイル発射、ゲリラ
攻撃、大規模テロなどの情報のほか、津波、地震
などの気象情報です。

お知らせ

　県内自治体の広報活動の向上を目的とする第58
回福島県市町村広報コンクール・映像部門で町
ケーブルテレビが入選しました。
　入選した番組は「暮らしの法律相談・催眠商法
の被害にあわないために」で、県司法書士会、町
社会福祉協議会の協力で制作したものです。高齢
化が進み、また法律に関する相談が増える中、被
害にあわない方法を分かりやすく伝えていること
などが評価され受賞しました。

町ケーブルテレビ
福島県広報コンクールで入選



　統合後、初めてとなる西
会津小学校の卒業式が３月
22日、同校で行われ、江川
遥
はる

人
と

さんが松本敬之初代校
長から第１号の卒業証書を受け取りました。
  松本校長は「新生西会津小を常にリードしてくれた皆さ
ん、我慢強い努力を忘れないでください」と卒業生にはな
むけの言葉を贈りました。１期生57人は、たくさんの思い
出を胸に、慣れ親しんだ学びやに別れを告げました。

祝 卒業
　３月13日に西会津中で、22日には西会津小で卒業式が
行われました。西会津中では、佐久間雄彦校長が「精いっ
ぱい努力し、自分らしく生きてほしい」と卒業生にエール
を送り、 田智

さ と

史
し

さんが答辞で「感謝の気持ちを忘れず、
自分の人生を歩んでいきます」と誓いました。西会津小で
は卒業生が在校生との「呼びかけ」に臨みました。式の
後、卒業生は在校生や先生に温かく見送られました。

４
2 0 1 3（平成 2 5 年）

①卒業生を代表し答辞を述べる 田智
さと

史
し

さん(西会津中)
／②③校歌、式歌の斉唱(同)／④式終了後、退場する前
に涙ぐむ卒業生(同)／⑤卒業記念品を受け取る若林龍

りゅうせい
星

さん(西会津小)／⑥⑦在校生への別れの言葉(同)／⑧涙
をこらえ退場する卒業生(同）

①②③③

⑤⑤

⑥⑥

④④

⑦⑦

⑧⑧


